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１．概要（Summary） 

金ナノ構造体は近接することで、プラズモンのカップリ

ングが起こり光増強効果を誘起できる。利用者らは、金ナ

ノ構造体を高分子ゲル上に作製し、ゲルの膨潤収縮によ

り金ナノ構造体間のギャップ距離を変える技術を開発して

きた。本研究では、高い光増強効果が期待できる鋭利な

頂点を有する金ナノ構造体として三角形金ナノプレートに

着目し、ナノ粒子の自己組織化を利用した金ナノ粒子ア

レイの作製に取り組んだ。走査型電子顕微鏡（SEM）観

察により、その評価を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電 界 放 射 型 走 査 型 電 子 顕 微 鏡  (FE-SEM) 

JSM-6700FT  

【実験方法】 

CTA 被覆三角形金ナノプレート粒子を参考文献に従

って合成した(1)。末端にアミノ基を有するアルカンチオー

ル分子でナノ粒子表面を修飾した。マイクロチューブにク

ロロホルムとエタノールの混合溶液をいれ、そこに金ナノ

粒子を添加した。気液界面で集合化した金ナノ粒子をガ

ラス基板に移しとり、SEM で集合状態の観察を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ガラス基板に移し取った金ナノ粒子集合化薄膜の写真

を図に示した（Fig. 1 左上）。この集合化薄膜の SEM 像

が下段の画像であり、三角形金ナノ粒子が単層で高密度

に集積化されていることが確認できた。また、この金ナノ粒

子薄膜をハイドロゲル上に転写することにも成功した。 
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Fig. 1. Photo and SEM images of the prepared 
self-assemblies of gold nanoplates on a glass 
substrate and hydrogel. 


